
【開催趣旨】：基調講演に計量計画研究所（IBS）の牧村部長を迎えて MaaS（マース：Mobility as a Service）の

最新動向を伺うとともに道内の自治体における取り組み事例、更に会員企業の取り組みついて発表いただきます。 

【 日 時 】：2022 年 10 月 11 日(火) 13:30～16:30（開場 13:10～） 

【 会 場 】：札幌駅前ビジネススペース 2A（40 名）+オンライン開催（Zoom ウェビナー） 

（現地会場の場合）札幌駅前ビジネススペース２A《北５条西６、1 階に郵便局のあるビル 2 階》 

【 対 象 】：北海道 MaaS 研究会の会員、建コン CPD 学習者、自治体関係者等（※一般参加も可能です） 

※本セミナーは建設コンサルタンツ協会 CPD 登録講習の予定です。 

（受講証明書を希望される場合は、最初から最後までの視聴および、記述有りのアンケート回答を必須とします） 

【プログラム】： 

13:30 開会の挨拶 

13:35-14:25 基調講演「カーボンニュートラル時代のモビリティ戦略」 

一般財団法人計量計画研究所 理事 研究本部企画戦略部長 牧村和彦氏 

(休憩 5 分) 

14:30-14:55 講演 2「生涯活躍のまち上士幌 MaaS プロジェクトについて」 

上士幌町役場 デジタル推進課 課長 梶
かじ

達
とおる

氏 

(休憩 5 分) 

15:00-15:25 講演 3「令和 3 年度北海道における MaaS 実装化に資する収益循環モデルの事業性調査・分析事業について」 

サツドラホールディングス株式会社 社長直轄グループ インキュベーションチーム 杉山英実氏 

(休憩 5 分) 

15:30-15:55 講演 4「NTT ドコモグループの MaaS 事業について」 

株式会社 NTT ドコモ モビリティビジネス推進室 第一ビジネス推進担当 担当課長 井ノ上晶浩氏 

 

(休憩 5 分 パネルディスカッションのためパネリストは登壇席への移動をお願いいたします) 

16:00-16:30 パネルディスカッション「MaaS 実装化に向けた課題と道内への展開について」 

コーディネーター：北海道 MaaS 推進研究会 事務局長 藤原達也 

パネリスト：（講演登壇者 4 名）牧村氏、梶氏、杉山市、井ノ上氏 

 

【 参 加 費 】：一般…4,000 円、 主催・共催団体の会員および官公庁・自治体・独立行政法人…参加費無料 

※非会員の場合、開催日以降に請求書をご連絡いたします。開催後に請求書に記載の銀行口座にお振込み下さい。 

 

【詳細・申込方法】：https://maas.h-sangakukan.jp/events/2358 に掲載の申込フォームよりお申し込み下さい 

申込 Web フォーム  https://forms.office.com/r/TYtL8K2vKH 

オンライン参加の場合ご登録メールに前日及び当日に視聴アドレスのお知らせが届きましたら、 

当日そちらに記載のリンクよりアクセスください。 

【 主 催 】：   

 

【 共 催 】： 産学官 CIM・GIS 研究会、特定非営利活動法人 Digital 北海道研究会 

【後援依頼先】： 一般社団法人建設コンサルタンツ協会北海道支部、公益社団法人土木学会北海道支部 

一般社団法人北海道建設業協会、地理情報システム学会北海道支部 

【 連 絡 先 】： 北海道 MaaS 推進研究会 TEL：011-374-6836  /  E-mail: maas@h-sangakukan.jp 

第 5 回 北海道 MaaS 推進セミナー 
～モビリティ革命と北海道における実証について～（ライブ配信あり） 

https://maas.h-sangakukan.jp/events/2358
https://forms.office.com/r/TYtL8K2vKH

